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編集担当のひとコト     

 

 

 令和９月４日に自然環境レポーター委嘱式及び事業説明会を開催し

ました。今年度は３５名のレポーターの皆様と一緒に、葛飾区に生息

する動植物等の調査をしていきたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 また７月１０日には自然環境レポーター研修会を行い、都立水元公

園で「夏に見られる昆虫」をテーマにして、講師に解説していていた

だきながら自然観察会を行いました。 

 

夏の暑さも和らぎ、だんだんと秋らしい気候になってきたように思

います。これから秋の自然も観察していきたいです。 

 

 

＊＊＊佐藤＊＊＊ 
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青戸 【調査区５】 計２８種 

〈鳥類〉 コアジサシ、ツバメ、オオヨシキリ、 

コサギ、カワセミ、シジュウカラ 

〈昆虫〉 ギンヤンマ、オオカマキリ 

エンマコオロギ、アブラゼミ 

ツクツクボウシ、ミンミンゼミ 

ニイニイゼミ、クロアゲハ 

ナミアゲハ、アカボシゴマダラ 

〈植物〉 アカメガシワ、ナガミヒナゲシ 

シロツメクサ、セリ、オオバコ 

ツユクサ、ジュズダマ、ススキ 

〈爬虫類〉 ミシシッピアカミミガメ、ウシガエル 

ニホンカナヘビ、 

<クモ類> コガネグモ 

【調査区４】 計１０種 

〈鳥類〉 ツバメ 

〈昆虫〉 カンタン、クマゼミ、アブラゼミ、 

ツクツクボウシ、ニイニイゼミ 

ナミアゲハ、 

〈植物〉 シロツメクサ、ツユクサ、ジュズダマ 

 

【調査区３】 計２１種 

〈鳥類〉 ツバメ、シジュウカラ、 

〈昆虫〉 エンマコオロギ、クマゼミ、アブラゼミ、

ミンミンゼミ、ニイニイゼミ、 

クロアゲハ、ナミアゲハ、 

ツマグロヒョウモン、アカボシゴマダラ 

〈植物〉 アカメガシワ、スギナ、 

シロツメクサ、イモカタバミ、 

アレチウリ、オオバコ、 

カントウヨメナ、ツユクサ 

<爬虫類> ミシシッピアカミミガメ 

<底生動物>ベンケイガニ 

赤字は外来種だよ 

【調査区１】 計７種 

〈昆虫〉クマゼミ 

アブラゼミ 

ミンミンゼミ、 

ナミアゲハ 

〈植物〉アカメガシワ、 

     シロツメクサ、 

     オオキンケイギク 

【調査区２】 計１４種 

〈昆虫〉 アキアカネ、オオカマキリ、カンタン、  

アブラゼミ、ミンミンゼミ、ニイニイゼミ、 

ナガサキアゲハ、クロアゲハ、ナミアゲハ 

〈植物〉 シロツメクサ、イモカタバミ、オオバコ、 

ツユクサ、ジュズダマ 
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今年の夏事情             弥生さくら草 

昨年から引き続き年中行事などはコロナですっかり変わった。コ

ロナは前代未聞の災難である。日本中が右往左往し決定的な解決策

が無い状態である。もう家の中でじっと我慢しているのに耐えられ

ない。オリンピックは開幕寸前でこれからどうなるのだろうか？期

待と不安で穏やかではいられない。 

 今年は梅雨が長く続いた。各地に大きな被害をもたらすほど降り

続いた。だから木々はたっぷり水を吸い葉の色を濃くしている。最近

は四季の訪れが例年通りにはいかないようなのは地球温暖化の影響

だろか。春の訪れも早くて、桜が散ったと思う間もなく紫陽花が咲き

それから雨が降り続いた。 

以前から育てている一年中咲き続けるという朝顔は一昨年二輪が

咲いて感激したのだが、それっきりである。先日区役所の庁舎の壁面

に這うように見事に咲き誇る群青色の朝顔群を観て感嘆。夏に限ら

ず咲き続ける不思議な花に見惚れて帰宅した。だが家の朝顔はまだ

置いておこう。いつかまた咲く日が来るかもしれないから。 

秋の花の秋海棠も可愛い花をつけて可憐な姿である。おそらく以

前は秋に咲いたのが命名の謂れであろうか。今年はお盆を待たずに
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満開である。その花は半日陰を好みひっそりとしとしている。淡い紅

色で、うつむいたような姿は見ていて涼感がある。茶花として好まれ

るのも解る気がするのだ。 

数日前から百日紅が咲き始めた。百日間は咲き通すという艶やか

で寿命が長いこの花が終わるころは秋になり涼風が吹いている筈だ 

東京の夏は耐えがたいからこれらの花にも水分補給は不可欠であ

る。     令和 3 年 7 月 18 日 
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氏名 町名 調査区

8月下旬撮影

６月中旬撮影

散歩の花子 西新小岩 １－４

チョウセンアサガオ（朝鮮朝顔）／ナス科

中川土手の夜道、甘い香りに見回すと、
植えこみにポワッと白い花が浮かび上がっています。

毛(ケ)朝鮮朝顔かと思い、茎や葉をかるく触りましたが、毛はありませんでした。
チョウセンアサガオは、根や葉に有毒成分があり、
日本麻酔科学会のシンボルマークはこの花になっています。

ネムノキ（合歓木）
マメ科

西新小岩 間栗公園の奥で、１本だけ、

にぎやかにピンクの扇が重なりあうように、
フサフサ咲いています。
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氏名 町名 調査区

６月上旬撮影

散歩の花子 西新小岩 １－４

メラレウカ（ティーツリー）

／フトモモ科

新小岩近隣で見つけた木です。
毎年５月下旬頃から白いモジャモジャした花がつきます。
やっと満開時にこの写真が撮れました。

－7－




